
-�-

殿
に
向
か
っ
た
。
前
庭
に
は
、
借

り
た
天
平
衣
装
を
ま
と
い
貴
族

の
気
持
ち
に
な
っ
て
楽
し
む
女

性
も
い
た
。
復
原
さ
れ
た
こ
の
大

極
殿
は
正
面
約
四
十
四
メ
ー
ト

ル
、
側
面
約
二
十
メ
ー
ト
ル
、
高

さ
約
二
十
七
メ
ー
ト
ル
、
屋
根
瓦

約
九
万
七
千
枚
を
使
っ
た
平
城
宮

最
大
の
宮
殿
で
、
当
時
、
天
皇
の

即
位
式
や
外
国
使
節
と
の
謁
見
な

ど
、
国
の
最
も
重
要
な
儀
式
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
た
。

　

第
一
次
大
極
殿
を
出
て
、
第
二

次
大
極
殿
跡
、
体
験
学
習
広
場
、

遺
構
展
示
館
な
ど
を
巡
っ
た
。
遠

足
の
子
ど
も
達
が
、
草
原
に
座
っ

て
弁
当
を
広
げ
る
の
ど
か
な
風
景

も
見
ら
れ
た
。

　

朱
雀
門
に
向
か
っ
て
進
む
と
近

鉄
奈
良
線
の
踏
切
が
あ
る
。
丁
度

電
車
が
通
っ
た
。
そ
の
手
前
に
は

見
学
者
を
乗
せ
た
ハ
ー
ト
フ
ル
ト

ラ
ム
が
止
ま
っ
た
。
歴
史
的
遺
構

の
中
に
現
代
が
息
づ
く
光
景
に
感

慨
を
覚
え
た
。

　

平
城
京
歴
史
館
と
遣
唐
使
船
復

原
展
示
に
は
、
多
く
の
人
が
集

ま
っ
て
い
た
。
入
場
に
は
整
理
券

が
必
要
で
入
る
の
が
難
し
か
っ

た
。

　

遣
唐
使
船
は
、
全
長
約
三
十

メ
ー
ト
ル
の
木
造
船
で
、
荒
海
を

乗
り
越
え
多
く
の
苦
難
を
克
服
し

て
文
化
の
交
流
に
貢
献
し
た
こ
と

の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。

　

記
念
に
な
る
土
産
の
買
い
も
の

を
終
え
て
午
後
二
時
二
十
分
、
薬

師
寺
に
向
か
っ
た
。

　

薬
師
寺
は
天
武
天
皇
の
皇
后
の

病
気
快
癒
を
祈
願
し
て
藤
原
京
に

建
立
さ
れ
、
七
百
十
八
年
に
平
城

京
に
移
さ
れ
た
。
当
時
は
南
都
七

大
寺
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
大
伽

藍
は
わ
が
国
随
一
の
荘
美
を
誇
っ

て
い
た
。
度
々
の
災
害
に
よ
っ
て

東
塔
を
除
く
諸
堂
が
失
わ
れ
た

が
、
写
経
勧
進
に
よ
っ
て
金
堂
・

西
塔
中
門
・
回
廊
・
大
講
堂
が
復

興
さ
れ
白
鳳
伽
藍
の
美
し
さ
が

甦
っ
た
。

　

西
塔
は
一
日
三
回
の
開
扉
に
よ

る
特
別
拝
観
で
、
午
後
三
時
か
ら

入
る
こ
と
が
で
き
た
。
釈
迦
八
相

の
う
ち
後
半
の
四
相
に
あ
た
る
諸

像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。

西
塔
を
拝
観
し
て
か
ら
、
僧
坊
に

行
き
法
話
を
拝
聴
し
た
。

薬
師
様
だ
。
命
あ
る
も
の
、
生
き

と
し
生
け
る
も
の
を
大
切
に
し
た

い
、
人
の
痛
み
を
し
っ
か
り
受
け

る
人
に
な
り
た
い
、
と
熱
を
込
め

て
語
ら
れ
た
。

　

次
に
天
平
二
年
の
創
建
時
か
ら

現
存
し
て
い
る
東
塔
に
行
き
、
解

体
修
理
を
控
え
て
い
る
の
で
窓
越

し
に
拝
観
し
た
。
金
堂
で
は
、
わ

金
堂
の
横
に
あ
る
歌
碑
が
目
に

入
っ
た
。

　

ゆ
く
秋
の
大
和
の
国
の
薬
師
寺

　

の
塔
の
上
な
る
一
ひ
ら
の
雲

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
信
綱

曇
り
空
で
は
あ
っ
た
が
、
爽
や
か

な
空
気
と
澄
ん
だ
空
に
浮
か
ぶ
一

ひ
ら
の
雲
を
思
い
浮
か
べ
た
。

　

千
三
百
年
の
時
空
を
超
え
て
現

代
に
生
き
る
歴
史
と
の
貴
重
な
出

会
い
に
、
満
た
さ
れ
た
気
持
ち
を

抱
き
な
が
ら
、
午
後
四
時
五
十
分

奈
良
の
地
を
後
に
し
た
。

　

車
中
で
は
、
し
ば
ら
く
の
休
息

の
後
、
平
城
宮
跡
見
学
の
疲
れ
も

癒
え
、
予
定
の
コ
ー
ス
を
終
え
た

安
心
感
も
加
わ
っ
て
、
会
話
が
弾

み
だ
し
た
。

　

午
後
八
時
三
十
五
分
、
日
が

と
っ
ぷ
り
と
暮
れ
て
市
民
会
館
へ

到
着
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に

感
謝
し
つ
つ
家
路
に
つ
い
た
。

　

炎
暑
の
名
残
も
去
っ
た
十
月

二
十
日
、
車
窓
か
ら
色
づ
き
始
め

た
露
地
み
か
ん
を
眺
め
つ
つ
蒲
郡

を
出
発
し
た
。
刈
谷
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
で
歴
史
散
歩
の
会
と
合
流

し
一
行
百
五
十
八
名
が
四
台
の
バ

ス
で
奈
良
に
向
か
っ
た
。車
中
は
、

誘
い
合
っ
た
仲
間
の
に
ぎ
や
か
な

会
話
で
旅
が
始
ま
っ
た
。
役
員
の

方
の
懇
切
な
解
説
を
聞
き
、
期
待

が
高
ま
っ
た
。

　

バ
ス
を
降
り
ま
ず
驚
い
た
の
が

平
城
宮
跡
の
広
さ
で
あ
っ
た
。
約

百
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
の
中

の
建
物
や
遺
構
を
約
三
時
間
で
自

由
見
学
し
た
。

　

ま
ず
、
朱
雀
門
か
ら
約
八
百

メ
ー
ト
ル
北
に
あ
る
第
一
次
大
極

　

本
尊
の
薬
師
如
来
は
体
の
健
康

心
の
健
康
を
守
っ
て
下
さ
る
お

が
国
の
仏
教
美
術
の
最
高
傑
作
と

も
い
わ
れ
る
国
宝
の
薬
師
如
来
、

日
光
菩
薩
、
月
光
菩
薩
を
拝
観
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
心
に
留
め
た
の

は
、
薬
師
如
来
坐
像
の
台
座
文
様

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
上
か
ら
、
ギ

リ
シ
ャ
、
ペ
ル
シ
ャ
、
イ
ン
ド
、

中
国
の
文
様
が
描
か
れ
て
お
り
、

こ
の
台
座
が
持
つ
国
際
性
と
東
西

文
化
の
交
流
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
奈
良
が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終

点
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

拝
観
を
終
え
て
外
に
出
る
と
、

平
成
二
十
二
年
度
文
化
財
め
ぐ
り

　

平
城
遷
都
千
三
百
年
祭
と

　
　
　
　
　

薬
師
寺
を
訪
ね
る

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
見　
　

宏▲復原された第一次大極殿

▲遣唐使船の復原展示

▲法話を拝聴

▲薬師寺金堂


